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近時、学校を地域社会と統合して地域社会の教育機

関とし学梓を社会化S。d元Iiz払tioIlすると共に学校所在

の地歩正真を教育化し、学暖の四囲の璧Wallsをおし

拡げて、学舞を含めての（1。1曲1…1i年一一、Tideの教育的な

社会囁境で、直接的な社去生活経験を通して社会的個

性豊かな異代人を形成し、先登生徒をも含む地域社会

の凡ての人々の生活の改造と進歩に寄興しようとする

地域軒会学樵Cy…lllllullir SCllllUiの問題が顧持上げら

れて屠る。

教育の心埋学部側両日矩dl。logic：l了壷kが究明せら

れ、教育が爛々の見竜生徒の心理学的性質Psych。hlgト

C211na有り1eに即して行わ音t．、各兄童生徒が被等の凡て

の憫唖乃至能力を十全に発揮することが期待せらると

同時に、教育の敢嶺拗則両SりCは1biLIeが指摘せられ、

見蛍生徒の活動が酷去的場冒l嶋hlsltl－星もtir111に於て捉え

られ、敢酉は彼等の仲常連rrlleir fP11…Vllt1－－一組－11Jeil1－

gとの社去月係に黎加する事によって進行すべきもの

なる事が明らかにされて居る。

教育に於ける上也の二個市のリアリズムIktIislllに

よる究明：ま教育を穐豪の現桑に即せしめる事を数百の

本質を充電し、その成梨を豊かにするものと考えしめ

る。他方項窯の祉京北茂意の群臣を高め、その禎酢性

し1り－tlPlビdTや可動性－110hll中、或詫文化的異質畦し1111t－

1－1．ごもHletピー、骨m前年や、社会1勺葛藤乃至緊張潟係等揉社

会生活の陸全糖の保持と発展及びその社会成員の現寒

醇去への通脛に属し、教育に対し強い時代的、社会酌

必要SllCi。Ill相もを表朋しつゝある。この様な現今に

於て、地域性去学校の開踵が刃餉上げられるのは当て曇

である。

勿論こゝで睨り上げる牡域社員孝標は米国の新しい

両も環寺的なノ仕会に現れ19こ将軍以餞漸次発達を見せ

つゝある批域は蓑等枠を中心とした学校の社会的な理

想形喝を指して居るのである。随って「現実に特定の

実体を具えて屠て、それを指摘し怒る」学綾と云うよ

りも現代の最も進歩的な教育が含む「多くの契機を最

も具体酌に且つ綜含的に実現」しようとする、より正

金的な、より人間的文化的な両もより敏郎勺な学校形

態を構想して屠るものと云える。

但し地域社会学乾への傾向を持っ学校は既に現存し

その数も塔加Lつゝある事は事実である○地域社会学

枝が地域社会生活に接近坤prpはCllL地痍社会と蝶合

illtPgfaUする程度に標準が一定して屠る訳ではない

から地域社去学校への傾向はその学校の性笛を自覚

し．その詳な性格や構成、内容、を意属したい学殖払こ

於ても見出し聖る傾向である。これ甘米国に於てのみ

ならず、米国教育の影響の大きい戦後の日本に於ても

見られる。概して民寺的な学粧形態の一般的幌向と云

える。

地域社会学枝は栄司の唯歩寺苛の教育者達、Pl・いgrU－

SSi、▼e edllC比tOl′S，Pl’l即州i－・eS，の提唱により、実施且つ

実地experill1e1－もせられ、改造し、更新されつゝ普及

を見て宙る学粒形哩である。進駐寺‘華Pl・（，㌶ユ・糾、i、▼is1－1

は米国に展開された新教育渾動の所産であり、アメリ

カ的に培展した新教育思想と云ってよいであろう。進

歩き菜の最初の数百運動は悼続的数百に句する寺とし

て見童個人の成長発達を強調する立場からの銚鞍酌教

育改郵璽動であっナ二。之はやがて紆去．自方向への見童

の生畏発達に症だを置く数軒一見を背景とする教育改革

の三軍酌へ更新して行くものであった。地域杜去学績の

学時政単項動も樽鞄的学績、更に兄童を中心とする学

暁教育に対する挑野杓、自己改造的学績改革運動であ

る。学校乃至学鞋教育に1－月する改革運動は教育史上そ

の例に乏しくない。新教育運動の一環として試みられ

て吊るものはその顕著な実例である。世界第一次大戦

前後の新教育思想に茎く学績改革運動はその一つであ

るが、それは寺として連泡と米国に於て行われて屠る

郵頂に於て行われたものは所謂試みの学校1Tせ川－CIISS－

Cl…lt・，lkPeri一一lentalsch。。1，であるが、是等の学校は米

国の地域社会学綾に並行乃至先行し、米国の見童中心

主苓（」11illトCぐ－lteris－11の准歩古窯学柁ヽPrugl－C軋、Ye SC－

hい。1と性格を同じうしながら侍挽遇の国家社会ヰ薫を

反骨し＼（勿論之等の寺薫は偵亀の産業的市民的社会墓

殻の上に形或されたものであるが〕魂逸社会の社会的

文化的要請に應えようと意図して屠る所に、米国の地

域社去学校と礫多の璃連と共通性を持ち或場合には多
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くの唆示をさえ輿えて屠るものである。

独逸の第一次大戦前後の学績改革運動の宗一にあげ

られるべきものはケルシエソシユ努イナrtiuげgKUユー

SCh亡nStelnerやシエ←ラrlIeillricll Scl冊u或詫ガウ

ディツけl－gO．（JaりCIig等によって唱導された労作学掟、

作莞学校。1rhPi細cllUk，Wいrk scjlO叫であろう。

す知i＝華Tntellek柚LliR－11一叫Intellectl一礼liblllの受動的

学習を堀いる学習学校．mnRCll豆kに反対し、主意主葦

YollmtaTi8－111－弓に拠って行房の教育的墳値を承認し、

労作Arl）eitlを心理学榊瑚頭からと菰会莞御感から坂り

上げ教育の全面に活用を試みたものである。之によっ

て、見責の自己活動と自己決定を促進し、全我頂動に

よって文化財に内在する措辞約倍値を獲得し、文化の

創造的能力、職業的乃至経済的偉力或は公民的性格の

陶冶を屠り、現実の偵逸社会に適合した自律的創造的

社藁的ノ＼格の形成を行わんとするものであった。（詰1）

但しその学問的背景や教育の鼠点或は教育方法は必

ずしも一貫したものではない、しかし見童の自由を自

己活動や自己決定を羊頭し、う；作てう陶冶の形式を高

く許凪する点に於て一致して屠り、現輿の鮭缶生活に

関心を害せ、人顆の文化乃至は国民文化の創造に寓興

し得る創造的人間形成を意属する所に共通なるものを

持って屠る。労作の心理学的側面を罫梯して見違の自

由の自己情動を昂揚する所は新教育の侍銃である見童

中心的教育相こ立ち、創浩的覇業的公民勤な能力や性

柘を陶冶し、国民生活や入管乃至通過文化の創造に教

育を国連せしめる克之社主中心乃至文化の悼達創鑑に

鼠点を置く教昏；一1に売って屠る。

労作学績の構想と実践は多分に渡渉主茸的な教育の

契機を持って吊るが国家主要動槙向と権威き挙の残存

は否定すべくもなく，之等はガウディツヒ等によって

も指摘された所であった。しかし労作学陸運軌こよる

学陵教育の革新的影響は大きく、他の学柁改革運動も

之を契機として含めないものはないといってよい。労

作学校の教育がその労作を経済的生産に零点を置く場

合それは生産学校上’r。（hktiol姻SChuユeの手張となる。

かゝる学校への改革を提唱する等動がエ「ストライヒ

Pal－l・日estl・eエcil等の徹底的学樟改革者連盟Das Bt－nd

fler】1ニ1かご】liとde11ビ】・SchHll・efl）r－）】eTの選動である。彼に

よれば学校は執こ学習等枝の如く一画的知的な大鑑形

成ではなく全体としての人格を陶治し、全体としての

鮭会に奉仕し得る煎会的実践的人託の形成をき眼とす

るものでなければならないとして、反主知iニ菱的、証

会意萎酌学校教育を提唱して居る。両もそれにほ独逸

の現実の正義生活の寛要部面である生産的、経箔的生

活扇動を学校教育に取り入れ、その生活過程を教育の

過程として教育する生産学校を提案するものである。

しかし見童の行う生産的活動はそれによる経済的債

値の生産が手帳ではなく、生産滞動を通しての生産的

乃至創造的な入隊形成に鼠産を置く所に彼の主張の特

色がある。

波が学韓が生斉学鞋たるべき事をゴニ班するのは生産

的労作によって全体的人間を形成せんとする塀にその

日忠があり、生産的労作にか様な時代、計責的教育的

な陶冶の万戌としての儀値を認める所にその昔拠があ

っ／二。址の事ユ彼が学校を生産竿粧たると同時に生活

学桂jJPt，eliJqCIl血でなけかばならないとする寺張とな

って祈る。部も学梓は見童生徒の針金生活の基本的要

素が頻賃せられ、現牢の生活の理想的模写としての学

按の具体的生活の中で、自由な自発的な漬按的な生活

学習を行わしめようとするものである。掠って文生活

学按は生活共同体として精成されることが必醇とされ

るに到る。エーストライヒ等のこの学梓改革の主耕土

ベルギ←のドクロリr〔）ヽ▼－tle DecTOlrの提唱するドク

ロリー法DPCllいIy－1ktl－。Ckと異るが雨も共にペスグロ

ツチ一日、衆の「生活が陶治する」い礼H pl一日11両tltと云

引単軌姑新教育の陪語の学横畝百への現代軋具現に隼

ならない。両も彼等の意図には学位と現車の∴蓑との

生活近接rJebt．IISl－油Pが含められ、紅さ頚芸に芋に教育

を寄異せしめようとする掛、情熱が動いて居る読＿L2）

生活羊橙の構想に見られる様な学校が生澤共同体と

して組成する等を学校改革の主要な眼目とする革新

的学区形態には共同社会学擁t寺p7－1eiIlSChlrh、Cl川ト，生

活共同体学績L品川明細－ビ‖18Cllart出d川k㍉労作共同絞

全学搾A高林伴一一柑iIlベC】la砧→Ch血或詫労作生請共同

休学粍1－11－Jh∵…1（111証仙噂e－lleill㍗Cl－artトJA1t了ビがあ

る。以上のものは名称注異っても学校改革リノねらいは

変らない。そのうち黄も代表的なもの注世界窮一哉大

戦後ハソブルヒ及びプレーメソを中心として誌開され

た共同社会学搾運動である。この学校改革運動も見童

からヽ▼0－｝lkillde AU弓の標語を教育の出走点とし、主知

主義、方法主菱に反対し、自由な自治的な学投生活共

同体を構成し、生活共同体内に於ける生きた孝枝の具

体的能会生活から昆寺的祉蛮性を吸み取らせようとす

るものであった。この学校共同証云の特色は児童、生

徒、教師、父兄が一丸となって共同生活確を構成する

都。その共同生碍酌は見童生徒の教育のみならず学校

の綻持経営にも当り、見童も学匪運営の参加者として

教育酌な革潤で自治が認められる。学校共同生活中の

生活は外部の現実の社会生活の密接な薄連を持つ事等

である。（寺請3）

比等一恵生活学校の構想と本質的に変吊また　学校の

能義等圏としての性格に著眼し、これによって東条性

を蔵酪軸こ陶治しようとして梧るものである。教育の
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内容や方法についても生活学校や生産学校と大差はな

く、学按は労作共同体の性格を帯びて解る。この鐸な共

国能会学校はハソプルビ、プレ←メソに於けるものの

みではなく当時の学校改革蓮卯こ於ける革新的学校形

野は多くはこの構想が細り込まれて屠る。例えばパソ

ナルヒの萌新教育連動を指導したぺ「・タ㍉－ゼソP・Pet－

erSenの掛唱したイェーナ・ブラ∵／JenaPlanの労作及

び生活共同体学校、ケルシエソシユダイナ←の労作共

同就会学校、リpツH．I－iet・Zの田園教育塾IJanderzie

hungsheitlle，ウイネツケゾ（1・Wrnekenの自由学校囲

PreieScllulge－】lllinde等は共同生活体Ue－tleinscllaftと

して学校を緒成し、その生活そのものにより、それを

通しての育少軍の形成を見落して鰐ない0

締戦後の後に於て勃興した学校教育の改置運動とし

て郷土教育Fei－11atel・zieht－ngや郷土学校打ei－llat68Chule

を挙げる事が必要である。独逸に於ては郷土Feilrlat

の教育の方法としての璃値が早くより認められて居

り、殊に汎愛汲Pl、n払雨IITOpinist鴇の影響下にあった牲

歩的国民学校では郷土科茸eimatkl－ndeが課せられて

居た。これは郷土を直観の原理として和的教授の出発

点としたものであった。戦後に於では郷土を心理的特

称的社会的に考察し、直観的感情的統一の中心と考え

教育の統合原理として苛親し、郷土を精神的根源感情

或は郷土を雇史的精神的関連と考えるに到った。この

様な郷士域が戦後の新税逸国家再建の気運を餌合し郷

土教育乃至郷土学校によって郷土愛や郷土的個性を培

い、これを通して租国愛、延いて祖国独逸の再建に霜

輿せしめんとしたのである。（講4）

オツトrB．Ottoやザイフェルト11・ROyfert等の合科

教授（lesalll仙1n血ricILtも新教育運動に於ける学校教

育の改革企図の一翼を担うものと云える0鑑に述べた

独壇の第一次世界大戦前後の学校改革の方向は「見童

から」の教育の圃調と「社会から」の弓軋噂話に應え

るものであった。この両者の綜合的展開が上述の学唆

改革の実例に外ならない。この革新の方向は障銃的学

校の採用して来た分科主要の教育方法に対しても改善

の手が延べしれなければ学校改革は完成しない。見童

の心意は常に全体として動き、未分化の渾一体の中に

一切を旬渡して屠る。教育や教授を冤蔓から出発せし

め、見宝に郎せしめるならば、分科主茎の教授の形式

主菜を靡し、見竃の有機的成長の法則に随うべく合科

主義の方向に改めるべきである。（詫5）

社会の変化は文明の発達によって分化の方向を逆

り、社会的男心の分朝、文化の分部、職業の分業的孤

立等をもたらし人間生活を分項せしめ、社会を崩壊の

危機に晒さしめて居る。これを救済し人間の社会生活

の全体性を回復せしめるには教育の分科主義を修正し

て見童の学校生活をその統一的人格の形成に適合せし

める車が肝要であり、合科主葛はその一方法であると

考えられる。上述の学校改革連動の含む程々な試みは

当然合科教授の方向を醸成し、それに同調すべき性格

を持って居たものでると考えられる。

以上は独逸に於ける世界第一賽大戦前後の学校改革

運動の一部である。これ等沫新教育の思想に遠くもの

であり少くとも関連を持って居る。しかし鑑に触れた

環に世界第一次大戦を契機とする更新せられた民族主

畢或は国家社会主秦的な風潮が学較改革に対してそれ

に相應しい正金が要求を覗く織り込んで居り「見童か

ら」の嬰請は教育の方法的原野に閉ぢ込められて居る

幌向さえ見られないこともない。而も個人主章的自由

ま賽的関って民主々茸的教育傾向は放逸民衆にも必ず

しも歓迎されるものとはならなかった。殊に政治を中

心とするナチズムの出現によってその傾向が強化せら

れ、全体主義的社会体制乃至文化の性格や構造に矛盾

しない限り串流し両もそれに奉仕する学校形態になり

駆った苺は設明を要しない。しかし融会的要請を綴り

込んだ学校改革運動の埠喝する学杵形態が却って米国

の後期進歩主要のき張する地域社会学校にある接近と

関連を多くして居る串を詞めざるを得ない。（耗6）
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〔2〕

論述を本論に還し米国に於ける地域社会学枝の発展

の由来を鞠みよう。

米国の文化が欧州大陸に由楽し、その文化が中世的

なものよりも革新後の近世的なものが博来した番は云

う迄もなく、米国の開化は世紀の進むと共に活気を毒

したがそれは西欧の影響に外ならなかった。米国の文

化が欧州の模写1・叩1icaに過ぎないと云あれるのもこの

理由からである。欧州の新教育もこの風潮に乗って侍

爽したのであるがそれが主として紹介されたのは十九
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世紀に入ってからの串であった。

しかし新教育思想の侍来した十九世紀注文米大陸に

於てアメリカ的な新しい文化や教育が創造せられ始め

た世紀でもあった。即ち墓所された殴州天陸の近代的

文化を基礎に社会的政治的因襲や侍銃の制約の少ない

新しい囁墳New environlnentに於て新たなるものを

創遷する段帯に到達し得たのである。スダゾレー・ホ

「ノ㌧、（1．stanler上dlIの青少年の心理学的発達の研

究、ジエ【ムスWillia－llJaIneSの実用主苛の哲学及び

心理学的研究○デューイJohn・neWeyの社会的教育哲

学等は教育学事研究に関する主要なものであった。之

等は何れも19世紀末期に属するものであるが最早欧州

の構倣ではなく、却って西欧文化を培うものとなって

居る。

独歩主萎Progres弓ivis－nの教育運動は米国に於ける

新教育であるがその前駆としてぺスグロツチ，プレー

ベル，或はへルバルトの教育思想を内容とする教育革

新の運野が展開されて居る。例えばオスウイrゴ「遠

野OsvegoIIt）YHnent，タイゾシー運動Ql】incy Moヽ▼一

円lle鴫へルバルトの教授法の普及運動等がそれであ

る。

この様にして新教育の思想が米国教育界に蓼透して

行ったが、これがデューイによって継承され、紋がプ

ラグマティズムPl・ag一一latis一一1，デモグラシFD川IrCl・aCy，

産業主菜IllClustユー王礼Ii8－1】，を近代的諸科学翫iencesや生

物進化論The…T OfEvo抽ionを吸収する車によって

米国の近代的産業社会勘こ文明に対し、それに適合し

た教育理論の所要は成り、彼の数百哲学によって導か

れる進歩ヰ覇の教育運動が従来の新教育運動の両目を

軌こして展開される謹となった。

問って新教育蓬軌は進歩主義運動としてヂュ「イ

を中心とするものとなったが、デュrイの前にパFカ

ーPrancis Warland－Pa止ぐrの前腕があり、その他に

キルパトリックW⊥11ia－n斑・KiIpatrick，〆デP，B〇yd

H・B、dP，かウ∴／ツ（jeorg声．Col－ntざ，チャイルヅJohn

T・U】lilds，ヲツゲ，Eap、心1．Rt】gg、バルブイツシユ工L

（klr（101－・且1－11fisも，等がその迫疇者としてあげられ、

直接間接に進歩主菜の教育思想の発展に番興して屠

り、現代の米国教育に相應しい教育哲学を作り上げて

行った。（註1）

抑々進歩：主蓑の教育は兄童の成長発達抽0、Vth and

pevelいl）melltを教育の中接に置かんとするものである

がこの探な教育の過程を社会の持洗更新のための根本

的過辞を見る社主鵠教育崩の立身を顧るものである。

しかし進歩主葵の擢頭した二十世紀の初期殊にデモタ

ラシPの勝利に怒った世界第一次大戦後の米国未曾有

の怪済酌繁栄期に於てほその時期を風靡した放任的民

ゴヰ莞丁一礼i師㍑イ京Ⅳr）e－tl（妃raCy（註2）を反影し且つは

又見童の本性と要求を軽視して文化の博達と成人の要

求を弓兵制する悼統ゴニ叢に挑戦し啓蒙する必要上見童中

心ゴニ萎（ブllild一（†eIltralislnとして発展した。

デュ【イはルソー以東の侍覇をうけ継ぎ、見童の本

性を欒観し、見童本具の成長gl・0、Vtllと活動acti、▼！tyを

節税し、その中に能数的．な建設的な成長の可能性の面

thel）。SitilrU aIld c。nStrUCtive asPPCt of p（lSSibiliyを

認める。構って教育本来の役割l：ま見童の自己目的的な

成長過程を保証する條件を提供する事であると考えて

居る。この見地に立って見童のこの様な成長発達を制

約する教育租は凡て之を排して居る。例えばへ【ゲル

やプレrベルの様に鑑に人間生活に内在する完全なる

ものan coIIll）lete乃至は絶対なるものan absotl1teを顧

現すると考える開発的教育司や、Readyl皿deの心的

能力の存在を予定する形式陶冶語や、見童の生具的活

動llative acfivitiesを閑却するへルバルト等の教授過

貢の教育思想を排して居る。（誰3）

デュrイのこの様な見童観や成長観が主として採り

上げられて192：年代の進歩主義の思想的背景をなして

居る。随って見童中心寺領の教育は見童の成長発達を

中心とする教育編成若しくは見童中心の教育編成し－hil

d－Centered Org托nizatonにより、見童の成長を拘束

する各種の外部的随時から見童を守る自由fIeedo帆

見童の内面的能動的活動を推進する興味intけどSt，見童

の生活の自然な形式に執した行動学習1調川imgl・J

doing，見童内面からの能動的創動的活動の表現である

自己表現se】f－eXPre8Sion・見童が環境に反應resp（－nSe

する見妾の全体性、Ⅴ1101eness，見童の社会環境への社

会迫懸紗－Cialadjl－St一一1ent等が保証せられ、弓昆詞され

る教育となった。（註ヰ）

この前期の進歩主義教育連動は種々な革新的学校形

態や教育方法の捉妄並びにその教育実践となって現れ

て居る。これに詫デイユrイの教育等脇学校として創

設したシカゴ大学附属のデュrイ・’スクFルDewey

scll0°1，ミズrリ大学対属小学校、威詫コロソビア大学

教育部のり／カーソ・スクールIJnco】n SChoo】や、ゲ

「リ「・スクFル　Gary6Cl1001，その他ダルト：／・ブ

ヲゾDJ汀onl南口，ウイネト・ブラ／Wime血呵中一1，プ

ロジェクト・メソッドProjUCtlnetlled等が挙げられ

て屠る車は余りにも有名である。（謎5）

これ等の前期プログレシピズムは後期ブログレシピ

ズムへの発展の契機を内包しながらも米国教育の成熟

過程に於ける醇陳的教育への最新的挑教と放任主要的

デモクラシーの昂揚への奉仕と偶人］三菱的自由証去へ

の適應する結果となった。

この進歩主義の教育上の主張は侍級的学校やその敢
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菅に多くの改革的示唆を輿えた事は率実であるが侍銃

的学校がその教育実践に於て教育的因襲に執われた心

情には看過される確多の過誤や不適愚をもたらした様

に前期進歩主義の教育実践もデュrイ等が期待した通

り教育実践に正しく輯聴せられ、教育の成果を十二分

にもたらし得るまでに完成されたとは云えない。のみ

ならず教育に対し要求せらるべきものを度外祓し、発

展せしむべきものを聴残し、漏察すべき眞肇を忘れて

居た。事実進歩主義の反対者達は激しくその欠格を指

摘し、之に批判を加えて居る0（註6）

之等の批判は要するに見童中心主義が杜会性を穴く

事を侍銃的教育観から指摘したのに外ならないと云え

る。比の事は勿論侍練的教育に対しても加え得る批判

であるが見童中心主義の教育の外観は少くともこの例

証に好個の事例を提供した事は認めねばならぬ0しか

し見童中心生姜の教育相もそれを信膝とする著に吸っ

て自らも反省し、之を止揚する機表に恵まれた○それ

は1930年代の経温感膵と、194こ年代の第二次世界大戦

をめぐる礪撃である。但し之は見童中心主義の否定で

はなく、止揚であり、見童の成長発達を社会的方向に

梼換し、青少年の社会的要求を充足と、民主的鮭会生

活の存続発展への寮輿に夏点を置く串にある0（註7）

その意味に於ての社会中心若しくは社会生活中心の

教育への韓換であり発展である0しかしそれは見童の

成長発達の軽視ではなく、見童の成長発達を社会生活

の進歩と向上に向け、社会生活の改造や革新の栂に見

童の要求の充足と稲祉を求めようとするものであり、

見童の成長発達の過程に社会の持続更を見つめようと

するものである。教育の要点を個人と社会の二点に分

離するものではなく、見童と社会の統合点に於て教育

の鼠点を一つにするものである。髄って後期の社会中

心の進歩主養注一面見童中心であり他商社去中心soci

alcante】－ed，SOcia11ire－Centeredである。この様な見

童中心主義と社会中心主萱との一致と融合の可能性は

民主的社会に於ける教育に於て始めて可能であると考

えられる。

通って以上の様な進歩主義教育の蜂換はその教育思

想の棍本的変貌ではなくデュ【イの社会的教育域への

復帰であり、その社会側面の発展である。進歩主養教

育の赦去的側面の発展は少数の例外を除いて前期進歩

主義教育の概して着手と努力を顧み得なかった点であ

り、デュ←イ自身の教育思想にも未発最のうらみがあ

り、これは193つ年以後のデュ「イによっても展開の努

力を梼倒する所となったものである。ラリグ、カウノ

ツ、キルパトリック、チャイル、ゾヽハルフィッシュ、ポ

テー等もそれに参加した代表的進歩主養老であった、

借進歩主蓑の教育に敵兵的基礎S∝i礼lfoundationを興

える事には190〇年代に始る米国教育社会学殊にクック

11（－yd Allen．Col）kやオルセゾEdward O．0】sen等

の教育社会学の立場、ワトゾy GoodwinWat80n，

Kl－rt・1－eWin・A・I・Gates等の心哩学的立場からの裏

付けのある串を忘れてはならない。（註8）

デューイによれば「教育は社会が自らを継続的に更

新C（Jntinl】Ot－S Selr－1・eIle、柑1する串によって持続する」

社会過程“妃i礼11）rOCeSSである。この「社会の更新は

祀全集圏の未成熟な成員の教育的成長edl】Cati。nSlgr－

OWtllによって行われる」。教育的成長は成長の諸膝件

を具備する事によって行われるが教育は「成長の渚條

件に対する考慮」を含む形成過程である。教育と云う

形式過程を結果から考えるならば能会集圏が自己の未

成熟な成員を集困自身の社会形式8∝ialforlllに適合

せしめて行く社会的同化8∝i乱1鋤融lllilationであり、

この社会的剛巳は社会の文化遺産cultralheritageが

社会環境に於て成員相互交通lIlutllal clllIl11111nication

を通し障逮tl・allSIni88ionされる事によって行われる。

しかし教育は直接的に行うものではなく社会環境8∝i－

alenvironmentを媒介として間接的に行われるもので

ある。元土会朝による形成的影響は無意識的彰轡、

lmCOnSCi。uSinfhenCeの外に意識的意図的な教育的乃

至形成的影響edl－Cativeorformativeinfluenceがある。

これ等の形成的影響は社会の成員が受動的に影響され

るのではなく環境に刺戟され能動的に反應IeSPOnSeす

る生活活動を伴うことによって完了する。

デューイは教育を斯様な社会過程と見、社会的機能

と考える。学校は振って鮭去の教育機語を担当する特

殊な社会機痢80Cialinstitutonであり、教育約枚果ed－

ucative effectをもたらすべぐ贋重に調整された特殊な

赦会環境である。斯様な機能を持ち教育的に整備され

た学校はその教育の過程が基本的には何等学校外の社

会過程と見るものではない事は明からであり、学校形

態の敬想注祀会の現実と極めて密接な関連を保ち、学

校は社会生活の基本的要素を凝集する共同社会生活

a c川lllllllnitylireそのものでなければならないとして

居る。

ヂュ←イの学校生活共同体schooIcolnll11－nityの構

想詫以上の様な学校輝から生れるものであり、学校が

外部の現実の祀云と密接に娼係し、両者の社会的関心

S。Cialinerestsの間に多数の接触点を持ち、両者の自

由な相互交渉intPl・playが行われるべき事を説くのは当

然の結論を云える。この考えから彼は教育に於て紅会

的罫要意要を持つ継貨的な経懐の再既成の過程を軍沸

し、民主的社会に於ける建設的役割を果し得る青少年

の教育に霹大な腐心を梯い社会的変化S（血IcIlange及

び社会的変化をもたらしつゝある社会的諸力S∝ialfo－
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∝eSに対する学校教育の閑適についてもむしろ績極的

態度を示し、社会的変化をもたらしつゝある新しい社

会力と教育の統合を考え、学校を社会的変化に廼癒せ

しむるのみならず民主的社会の新しい秩序new social

OIderの建設に寄興し得る社会力となる率を主張して

居る。（註9）

ヂュrイの斯様な教育の社会性の現詞は1930年以後

に於て著しい袈展を見るものであるがその教育哲学の

基本原埋fb1－Ild－llentalpTineipleは1900年以前に形成

されて居る事がうかがわれる。（謡10）

後期鞋歩主苛の教育者達もデューイとはゞ同様な歩

みを祀会的方向に進めて居る。但し進歩主苛の教育に

対する社会基礎を輿える努力は前述の跡こむしろデュ

1イの追随者fo】lo、VerSによる所が多く、デューイが

早くより示唆した教育の社会性の具体的宅証的扱求と

展開．殊に学按と社会との統合、学校の社会化の具体

的方法、社会の教育的編成等の問題に就いての具体的

究明についてはデュ「イの後継者の労作によるもので

あると云う革が出来る。

地域社会学按は以上の標な後期進歩主義の教育思想

の具現された学校形態の一典型である。その実現しよ

うとする多くの契機昔既に前期進歩主章が意識し、或

るものは契現に努めたものにタiならない。それは文政

に世界第一一次大戦前校規逸の学校改革運動者達が試み

た契漁的学校Exp叩i一一lTltalschoolの攻り上げた契機

が含まれて居る事が看坂出乗る。その意味に於て地域

社会学按は古くより意識され、意図されるもの、新し

き実現である0但し地域社会学枝の構想と実践は従来

の学校改革の構想よりも具体的実践的である。油象的

哲学的教育思想の演繹ではない、極めてリアリスティ

ックな実証的研究と実践によって教育の実際に教育的

成果をもたらしつゝその改造と完成に努力する実験主

監の末巫性を持って居る。殊に社会の現実に統合して

教育を生きた社会力とする努力に於ては未踏の新しき

領域を開拓して屠る。
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学掟が社会乃至社会生活に近接した事は現代に近ず

くに従って靭著な傾向をなした。殊に新教育瓢釦こ於

ける学校改革はそれが一つの特色をなして居る。例え

ば郷土学校や郷土教育が見童の郷土を教育の内容や方

法とした事は郷土を必ずしも社会と認めるものではな

い。しかし郷土を或は地理的昼間的なものと認め、或

は匪史的精神的潟連乃至は精神的根本感情と認めるに

しても郷土社会の柄戌要素の教育的倍倍を認めるもの

であって、その中には郷土社会への近接を認める事が

出来る。

生活学校に於ける生活近巌はその生活が明確な社会

的輪廓によって描き出されて居るとは限らないがその

媒介や目標とせられるものこま現実の証会に於ける生活

の基本ユ勺要菜が取り上げられ、現実の社会に於ける個

人乃至社会生活に何等かの寓興をなすものである点で

社会的近接であった。

或は叉共同社套学校に於ける場合も学校共同生活体

としこの生活による作賃的直接的な学校生活の生癌経

験は現実社会の戎本的：要素を抽象した社会の典型的模
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牢である社会生活の経験を得させるものであって間接

的ながら鮭実の社会への近接である0

労作学校や合科教授の場合も、それ等の敵軍が現実

社会の要請を反彰して居る点で社会的であり、教育方

法の面での現垣の社会への近藤を認める事が出来る。

これ等：ま所謂教育逆数が能豹的に現実の社会乃至東金

生活への近接を意屈する一環として眺める事を得るの

であるが叉他方所謂侍続的学校と姓も現時に於ては、

社会生活遊離．まむしろこれを止むを得ざる穴隋を認め

る所であって、その梶本的性格を維持しながら教育の

日的乃至内容方法に於て社会への紅旗が意図されて居

る串を認めなければならない。

しかし之等の学校教育の赦会乃至喜会生活へ¢近接

は究極に於て国家や民族その他より大なる鮭会につな

がるとしても教育実践の具体面に於ける社会との近接

は人膚的な社会の模写であり、見童の成長発達乃至人

間形成を中心として取上げられた解体されたる社会構

成の嵐片的要素であった。それは現実の生きた赦会の

全体に触接触合する近接ではなかった。

一方後期進歩主義の教育議連の扱濁した教育の社会

性の認識と米国社会の性格と要求の虹握、それに應え

得る鮭会的な学校形態が如何にあるべきかの考えに就

いては彼等の所謂地域社会学按の提唱によって明かで

ある。彼等は今日の米国の学校は巌早現実の社会から

孤立i＄01乱tionすべきものではなく（証1）、現実の祀会

殊に地域社会と統合integIate L、現実の地域社会の

中から生れたgl・6、V Out Uf地域社会の学校として地域

社会の教育機能を担うべき革を自覚するに到ったので

ある。

彼等の見解に於ては地域社会は学校の母床であるの

みならず、学校教育の主体であり、支持者であり、支

配者である、学校は地域蘭会の教育的要求を充足し、

地域社会生活の改造と再建に轟興する役割を担当する

ものである。そのた糾こは学校は地域社会の改造や再

建に害興し得る社会的現実人を形成するのみならず地

域社会の教育活動の中心として地域社会の成人の教育

及びその他の教育活動の調整をも担当する○（謡2）

斯様な地域社会のための人間形成や、地域鉦会生活

の再建や改造のための学校の教育活数には、教育化さ

れた教育中心edl－C孔ti。nCe11teIeLlの地域社主が構想せ

られ（謎3）斯様な現実の生きた社去環境が教育の場と

して活用される。学校の教育内容や媒介は見童や学校

を取り巻く地按社会削げrOlllldillgC0－11－111－11ityの文化乃

至生活怪玲ヱifeぐⅩlerieneSを中心としそれに娼達して

より購い社会の文化や生活経験が用いられる〇期様な

文化や生活擾協は地域社会の生活問題として取上げら

れ、その間題の解決学習としての過程に於て見童の人

椅内容に硫坂せられ、社会的実践人の蘇会的知性S∝ial

intelユ如11Ceや社会的態度social払ttitude或は社会的

技術socialsklllSがよりよく陶冶される0

庇の様な地域社去学校の教育癌監lには地域社会の人

民の法的乃至醜度的盛典のみならず、個人的私的集囲

的に参加と協力する事が望まれる、地城社会学校は此

の意味で地域祀女人の支持と参加及び協力によって堪

営される毘ゴニ酌学校である。地域社会学枝と地域社会

との近接乃至統合はこの様に現宅的具体的である0こ

れはむしろ学按が地域社会へ融合され、吸収される事

である。しかしそれは学校が地域社会へ解治するので

はなく、地域社会の内部的有機ユ勺困係に於ける民主的

な教育的粥川U）Tとして明確な地域社会内の存在とし

て社会的基礎を確立し、能動的に社会改造の教育楔誌

を受け持つものなのである。（証4）

地域社会学校が地域社会の教習機顔として全面的に

統合する所以は如何なる乾按と理由に基くものである

か。

近代は人間が自らの人間性を発見した事に始まり社

会を発見した事によって進展した時代である。それ等

の発見は人間個人や社会が人間生活を左右する冥要な

契鰻である革を自覚する率によてつ始ったものと云え

る。社会生活の不合理な地理や自然の推移に放任する

事が人間生活を歪曲し、人間本然の要求を否定し、そ

の耐蝕を阻害するものなる事を認識し始める所に就会

への究明か起り、それに対する革命や改造の赦会的創

造的実践酌努力が加えられた。近代社会は斯玩な社会

的発見や鑓去的創造の素敵こよって発展したものであ

る。

教育に於ける社会性の発見や社会への接近はこの社

会的究明や創造的努力に閲達する。現代赦会はかゝる

観点から考えて未曾有の緊迫と斗軍を惹起する社会的

画題をはらみ、人間生活の諸要求を活し得ない文化や

社会秩序に何等かの変貌なくしては人間の近代生活を

持続向上し得ない不安定な社会状態となって厨る。こ

の事を進歩ヨニ菱者達が身を以て体輸したのが証に言及

した様に1930代の経済的恐慌とそれに原因する社会的

混乱であり194二年代世界第二次大戦をめぐる国際間の

緊迫と紛軍であった。（註左5）

殊に彼等が経済恐院によって認識した事肝ま米国社

会か驚くべき速度と弄大性を以て社会的変化SL血l

challgeを蓬げっゝある事。それが豊富な国内資源の開

発と外国資源を利用した米国産業に十九世紀以東の自

然計学的研究の成果を取り入れる事によって発達した

産業技術tecllnOlogyの驚異的進歩による事○これに対

して社会的文化の不均衡un alallCe（lcl】ltl－r増ロち社会

的文化が著しく立ち遅れて同る事C－11tWall払gこれは
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社会の後准性SOCi乱1工．agであり、判堤の選者instittl－

tionalI。agである。（話6）

而もこれ等の社会遅滞を招くに到った原因は米国社

会を構成する個人の人格内面の欠陥と分裂に由兆して

悟る事、社会的遅滞や個人の人格の穴場は放任的自由

主等1aこ86eZ－r礼illeIs－11，個人士買的デモクラシーindivi－

d11之tlis七三c LlビHOCr祀Fに原因がある事、斯諒な事情の下

に米国社会の続溝的、政治的、社会的混乱Econ0－11ic

l）01iticalSocialc。11負－8ionが勃発した事等である。関

って米国社会の混乱を救済し、これを将来に対して防

止する矧こは社会的変化に應じ産業1勺文化に均衡した

個人的及び集囲酌生活rllCll、ri山一星11flnClctIll代tiveliving

に対する致栗的な科学諏社会的制度的文化を創造し、

絶えず新しい社会秩序ne、V SOCialordeTを建設する事

が必要である。雨も斯薗な社会的文化と新秩序の創造

建設は進歩主筆者達に寂っては民主的文化p帥一席mtic

Cllltul・e　の創造であり、民主的社会秩序pelllUCratic

S叫a10rClerの建設であった。勿論この文化の創造や

秩序の建設は米国社会に於ける郷土や大陸の規模のも

のに止らない。国内的のみならず、国際的な構憩を以

て世界的規模Wol五Lwideに於て考えられるに至って

居る。

新しい社会的文化の創造と社会新秩序の建設の民主

的な方法には、教育と云う平和的な合理的な漸進勺勺な

而も棍オ的な方法で選ばれるべき事を確信する進歩主

義者達はその軍要な役割を果し得る青少年の教育が学

校に課せられた緊急な課題である革を理解せしめた。

（証7）

しかもこの様な目標に添う人間形成に於ては健全な

民∃ご的社会理想S（妃ialvisiollと、共同の福祉に対する

責任感、或は人類共存のヒユ【マニズムの精碑及び現

実の社会の直面する具体的諸開祖を合理的に解決し得

る実践的社会的知性practicalsocialin馳11igenceが陶

治される革が必要である。これには主知主義の形式的

治で（ノmlaltlisciplineや個人的教義tIerS011礼lcultu－げeの

みを輿えるが如き社会より遊離した教育のよくなし得

る所ではない。のみならず学校に於ける教育的努力と

錐もその視野と嘩能に於て赦去的に拡大し、社会的教

育盲点を補って祀会過程の進展に実興する所がなけれ

ばならない。進歩主義の教育者達はこの様に考えて新

しい社会的文化の創造及び秩序の再建設を必要とL、

これに適合する学校教育の形態を耗想し、地域社会生

活中心の教育　COlmlluity－Ce】1tered，e高一Catioll　を唱導

するに到って居るのであるが、期様な一連の構想はデ

モクラシFへの創造や改造はデモクラFに相願い手続

del110cratic p）上代ぐdl－reによるべLと云う民主的翻確に

基くのである。デモタラシrの選ぶ選は民衆の合意と

参加及び協力による合理的解決の道であり、暴力によ

る非連続の改造の否定である。この執ま政治による漸

進酌合理的解決や建設の道を求めるのみならず、教育

による人間形成を通しての鮭会改造の道を篭親する事

になり、その教育を通しこの新秩序の建設は人民の合

意と協力によって運営する道が選ばれる。

米匡川こ放ては鑑に十七世紀に於て地方的に学校の設

立と管理が地城社会の民衆によって行われる教育的慣

習と法的調度か成立し、教育は祉豪の両軸止の矧こ必要

であると云う教育の原哩が宣言されて居る。凡ての青

少年に対し教育の機会を均等にする矧こは郡や都市或

は州若しくは聯邦の、より大なる地域敵会によって設

立、管理される教育行政の集中化Ce】ltl・aliz呈Itiunは米

国教育に於て’も一つの傾和二道いないが、それにも噂

して地方的な地域虻会によって学校か設立管現される

障ir－j LIecelltIallzatil・nは米国教育行政の顧茎な侍練で

ある。（託8）

随って教育の必要上集中化が行われるとしても地方

的地域虻去に教育行政の惟腿が委ねられ、教育石政の

地方化の博鱗が保持せられて層る。雨も故酎i政の担

当機詞として地域社会の人民の代表から成る教育委員

会BJard of edllC＝ttionか設立され、学校有政に地功址

会の教育の素人Lay－llenが参加し地域紐表の人民の

意思を教育に反影せしむる制度が確立して屠る。この

民主的教育行政De1110Cr払tie a〔hllllbtratiollの傾向は

制度的に学校行政乃至管理に地域址全人が参加するの

みならず学校教育に閑係を育する一般地域祉去人や諸

固体乃至は見童生徒の両親達の学校行政に発言を容認

し、学校連署に協力する習慣を馴致して屠る。斯掠な

学校と地域薩会との緊密な痢係が教育的鮭去兢侍疎と

なったの注自然の生成に成るものではなく、教育民主

化の各方面からの教育竃鼠や民主的市民鉦云事情の反

彰によるものであるが（詑9）、この疎な米国赦去に於て

進歩主菜の教育が社会目的を現実的蟻点から強力に追

求する場合、軍に教育行政の商から学校か受血的に地

域社会の文再を支配を受け、或はその又籍と更能に迎

合する事から超脱して、積極的に教育の目陰、内容、

方法の面に於ても地域祉豪に甚近し、統合を求めて行

く革．ま極めて容易であり自点である。

鏑進歩主蔓の教育者が学校を地城社会に扱近せしめ

る革を容易にした事情は進歩主我の前期に弓旦詞した見

童中心主菜か社会的傾向を持ったものであり、地域社

会の生活に直近したものであったと云う車亡ある。こ

れは文他面からするならば地域祉衰学校の教育は見童

中心主義の教育的主張と本質的に異るものではないと

云う革である。勿論教育の鼠蕉江見童の成長嘉達に軍

点を置くことから能会生活の改造再建乃至は見屋の鮭
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会的方向への成長発達に露点を置くことに時換した0

これは教育内容や方法に著しい変更を加えしめた0そ

れ等は凡て虻会の現実に即して社会を目標としで坂上

られるに到らしめた。学校の機誰は現実の社会の方向

に拡大され、学校教育の究極のせ体は学校所属の社会

に蔑元し、学校はその涯生的社会としての位置を占め

る覇となった。この様な一見して両日を所にした教育

目標や内容、方法は教育の本質や性格に変革を加えた

ものゝ細であるが、赦会生活中心の反主知主曇anti－

intel】eetualisl－1である事に変りはなく、実写如勺自然主義

exprilllentaln鵠turalis一一1の発展に外ならない、社会諸

科学sod血1scieneesの新なる学的裏付けを得て社会的

方向にその輪廓を明確にして屠るとしても根本的な異

質性を認める革が出来ない。

堆歩主養による見童中心主華が寂り上げて居り、米

国新教育がその侍鱗として居る自然主義n融uralis－ll・

行動主菜behaviuuriS－11，経強主苛eTllPirici別1－，環境主

養Qhvirenltlelltalislll或はり′リズムre礼lis…，プラグ

マティズムIr嗜ln如is－1－乃至は契玲主菜の幌向を検討

しこれ等を社会生活を中心として綜合考策するならば

社会性豊かな有能な青少年の成長発達と人間形成を軍

点とする学校教育が彼等の生活嚇たる現実の地域会

に近彦Ll地域鮭会に対し＼或は全面的に或は部分的に

統合し、それを人間形成と社会改造の最初の場とし、

その教育目標とする都は彼等准歩き萄者達の当然歩ま

ねばならぬ道であると考えられる。

倍最後に附言すべき事は地域証会学校が地域鍍金に

統合する欝の教育上の明確な道が教育の社会的側面の

研究と、社会の教育的側面の研究によって開かれた事

である。

従来の学校は教師対青少年の個人対個人の調係、若

しくは博達される文化や生活経牧と侍達に偏達する者

とのJ刃係に於ける局部的親密に於で眺める傾向が強か

った。斯様な教育現象や事実とその背景をなす社会殊

に現実の社会との謁係を見落して居た。この事は叉教

育が能会過程や社会増能である事の自覚を忘れ、人間

形成が社会集圏の多躍性に基く社会力の複数性に塞く

苛を忘れて居た。（註10）

敬って各種の敵会集園の教育機先や、教育的倍値に

ついての認識を伴わなかった。珠に青少年の人間形成

に幣接な閑蹄を持つ社会菜園の所在とその教育性が明

らかにされて居なかったのである。これは学校そのも

のに就いての認識の外に家庭や地域赦会等に関して云

い得る。臨月って学校教育の青少年の人間形式に対する

可能性と限界、他の社会集圏に対する教育に於ける相

互依存性の正しい認識を欠いた。この事が学校をして

数膏の独善的態硬に脆らしめ、現実の社会の没理想性

や非教育性を過大視して之を嫌惑し、遊僻する道を選

ばしめ、或は現実の赴会に接近L統合し、之を活用し

教育化する方法を誤らしめた。唱夜の社会への道を歩

んだと云っても過言ではない。

しかし之等は前過した様に教育学や心理学、或は教

育社会学や社会諸科学によって漸次明かにされて居

る。而も学校教育の目的設定や、内容の選択、方法の

展開が現実の社会との調達に於て如何にすべきかの種

々な明輝な示唆が興えられつゝある。（註1り

学校法衷早青少年の人間形成に就いては全能でもな

く、独裁者でもない、しかし学校数膏は社会の進歩と

文化の発達に伴ってその址会的意義を増大しつゝあ

る。殊に能会生活の改造や進歩に対しては民達的な平

和的な方法として軍規される事は社会の進歩と共に累

加されて乗る。これ等の事が進歩手養老達をして勇敢

に地域虻全学碇への道を選ばしめたものと云える。
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